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• 増加する外国人児童生徒の日本語指導に対
応するため、現在、中央小学校だけに開設
されている日本語教室を、新たに中学校に
も開設するなど、更なる体制の整備を図る。
• 外国人児童生徒の受け入れは、指導を直接
担当する教員の取り組みのみで円滑に行え
るものではなく、全学校での取り組みが必
要である。このため、各学校において教職
員全員の共通理解を図りつつ協力を得られ
るための体制づくりを図る。

• 令和２年度における日本語指導が必要な外
国人中学生は15人と見込んでいる。人数増
に加え、中学生には進路指導が不可欠であ
り、発達段階に応じたきめ細かな指導が必
要なことから、中学校にも日本語教室を開
設し、中央小学校日本語教室と連携しなが
ら指導を行いたいと考えている。そのため、
県費による日本語指導のための特配教員を
１名配置し、町費でも補助員を中学校に配
置する予定である。
• 日本語教室では、児童生徒一人一人の「個
別の指導計画」を作成し、実態や方針、学
習計画等を日本語指導担当教員と在籍校の
学級担任等が共通理解しながら、指導を進
めている。また、日本語教室の状況や課題
について、校園長会議で報告・協議すると
ともに、教職員向けの学校経営研修や教職
員研修等でも取り上げ、課題意識をもって
取り組めるよう体制づくりを行っていく。

• 消防団の再編整備は、団員の担い手不足や老
朽化した施設等の更新費用の削減に対応する
ためだけの消極的な再編ではなく、地域防災
力の充実・強化につながる積極的な再編整備
とする。
• 再編については、消防団員だけではなく、消
防署等の関係機関や地域住民の意見を丁寧に
聞き、慎重に進める。

• 平成30年度に策定した「玉村町消防団再編基
本方針」に基づき、今年度に再編実施計画を策
定するため、現在、消防団再編実施計画策定委
員会において検討を進めている。検討にあたっ
ては、議会からの提言のとおり、地域防災力の
充実・強化のために自主防災組織、防災士との
連携を密にしながら、新たに機能別消防団を結
成して分団の再編成を図り、消防団の担い手不
足の解消や老朽化した施設・車両の更新等を進
めていく。
• 消防団再編実施計画策定委員会は、区長会役員、
消防団本部、各分団長、防災士、消防団ＯＢに
より組織し、検討内容を区長会及び議会に報告
し意見を聴きながら計画を策定していく。消防
団は地域防災の要であり、必要不可欠な存在で
あるため、慎重に協議を進めていく。

外国人児童生徒の教育について消防団の再編整備について

令和元年10月24日に提出した政策提言書につ令和元年10月24日に提出した政策提言書につ
いて、町長・教育長から回答がありました。いて、町長・教育長から回答がありました。
政策提言、回答の要旨は以下のとおりです。政策提言、回答の要旨は以下のとおりです。

町議会議員の欠員により、１
月26日に行われた町議会議
員補欠選挙の結果、久保留美
子さんが当選しました。

久保留美子議員の抱負
ボーイズ・ビー・アンビシャス　（少年よ、大志を抱け）
玉村町で育つ子供たちが境遇に左右されることな
く、夢と希望を持ちつつ、健やかに育っていける
ように貢献したい。
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提　　　言

回　　　答

提　　　言

回　　　答

• 下水道の未整備地区の整備を積極的に進
め、早期の全町整備を図る。
• 整備済み地域の未接続世帯に対する接続
の促進を促し、接続率の向上を図る。

• 未だに未整備の地区が存在する。今後、引
き続き未整備地区に重点をあて、早期の全
町整備を図っていく。
• 整備済み地域の未接続世帯に対する接続
の促進については、引き続き広報やホーム
ページにて接続を促進していくとともに、
下水道接続相談会の開催や、未接続世帯
に接続をお願いするための個別訪問を実
施するなど、今後よりいっそう接続促進に
力をいれ、接続率の向上を目指していく。

• 個別改善を計画的かつ積極的に進め、入居希望
待機者及び待機日数の減少を図る。
• 老朽化している町営住宅の解体撤去を早期に実
施し、土地の有効活用に努める。

• 町営住宅の個別改善には多額の費用が必要である
ため、毎年交付金を申請し、割り当てられた額に
応じて改善可能戸数の個別改善を行っている。今
後もより多くの交付金を割り当ててもらえるよう
県に働きかけ、入居希望待機者数及び待機日数の
減少を図る。
• 耐用年数の経過した町営住宅団地については、入
居者に早期退去及び他の町営住宅への転居を促し
ており、退居があり次第、解体工事を行っている。
現在まで、退居・転居出来ない入居者の多くが高
齢単身世帯であり、経済面や体力面、又は地域と
の繋がりの変化等を懸念されているため、行政と
して支援、援助出来ることはないか等、研究・検
討を進め、早期解体及び土地の有効活用に努めて
いく。

下水道整備について町営住宅について

　議会からの 提案で

　町が動き 出す！

受賞おめでとうございます
自治功労者表彰
三友美惠子議長が15年間議員を務め、その
功労により全国町村議会議長会自治功労者表
彰を受賞しました。あわせて、群馬県知事か
ら感謝状が贈られました。
また、髙橋茂樹前議長が群馬県町村議会議長
会自治功労者表彰を受賞しました。議長を４
年以上務め、その功労が表彰されたものです。

表彰の伝達を受ける三友議長と髙橋前議長
（3月定例会初日、表彰の伝達を行いました）


